
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Biological Science and Technology (Day Course) [⇒Japanese]

Exercise of Biological Science and Technology 6 1 unit (compulsory)

Yoshitoshi Nakamura · Professor / Biological Reactive Engineering, Department of Biological Science and Technology, Chizuru Sasaki ·Assistant Professor / Biological Reactive Engineering, Department of Biological Science and Technology

Target〉 再生産可能な資源である未利用のバイオマスによる循環型社会への移行
が急務である．そこでこの演習では，バイオマスに関するキーワードの基礎
および利用の現状を学び，さらにはインターネットを利用し自ら抽出したバ
イオマス利用に関する研究論文を読解することにより，バイオマスを利用し
た研究について知識を深める．

Outline〉 バイオマス資源の種類，利用状況などを各自で調査する．これにより
基本的な情報を習得し，続いてバイオマス利用に関する英語の研究論文を熟
読し，内容についてパワーポイントを用いてプレゼンテーションを行う．

Keyword〉 環境, バイオマス, 論文検索
Fundamental Lecture〉 “Chemical English”(1.0), “Microbiology 1”(1.0), “Envi-

ronmental Bioengineering”(1.0)

Relational Lecture〉 “Chemical English”(1.0), “Foreign Language for Engi-
neers”(0.5), “Environmental Bioengineering”(1.0), “Experiments of Biological
Science and Technology 3”(0.5)

Requirement〉 微生物学 1および生物環境工学を受講していることが望ましい．
Notice〉 研究論文の読解は班で行うが，文章を読み込み，各自が内容全体を充分
に理解しておくこと．英和辞典を持参すること．

Goal〉
1.バイオマス利用に関する最新の研究論文およびその他の情報を熟読するこ
とにより，バイオマスに関する基礎的知識を身に付ける (授業計画 1-4).

2.インターネットを用いた研究論文の検索法を修得し，今後研究を行ううえ
での適切な研究論文の選定の仕方を身に付ける (授業計画 1-4).

3.課題の発表を通じて，プレゼンテーション能力を養う (授業計画 5-7).
Schedule〉

1.バイオマスに関する調査, レポートおよび小テスト (到達目標 1の一部評価)
2.研究論文の検索法，小テスト (到達目標 1,2の一部評価)
3.班による研究論文の検索および選定
4.研究論文の読解
5.研究論文の読解およびプレゼンテーションの準備
6.プレゼンテーションの準備
7.プレゼンテーション (到達目標全ての一部評価)

Evaluation Criteria〉 出席率 80%以上で，到達目標 1, 2, 3項目が各々 60%以上
達成されている場合をもって合格とする．達成度は目標 1, 2, 3ともレポート

と小テスト (50%)およびプレゼンテーション (50%)で評価し，出席点は加え
ない．

Jabee Criteria〉 成績評価と同じ．
Relation to Goal〉 本学科教育目標 (B)，(C)，(D)に対応する．
Textbook〉 特になし．
Reference〉 必要に応じて資料を配布する．
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216067
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Sasaki (M棟 714, +81-88-656-7532, csasaki@bio.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 水曜日 16:20∼ 17:50)
Note〉
�授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 1時間の予習・復習をしたうえ
で授業を受けることが，授業理解と単位取得のために必要である．
�成績は，出席状況，演習への回答及びレポートの提出状況と最終発表を含
めて評価する．
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